
 

３  企業人ボランティア交流会 

～会社の内外でネットワークしよう！～  

  

〇開催目的 
企業で働きながらボランティアをしている人が増えていますが、仕事とは別の形で

社会とつながり、元気になって、自分自身の成長や仕事を生かしてゆく……そんな生

き方をしている人・目指している人が集まり、会社の中で、また、会社の外で活動を

どう展開し、拡充していくかについて情報交換を行います。 

 

〇開催日時                           
２月 12 日（金）19：00 ～  21：00 

 

〇参加者数・出演者・団体            
参加者数：36 名（参加者 29 名、出演者 4 名、スタッフ 3 名） 

出演者・団体： 

パネラー     山﨑   直子さん（UBS 銀行 ディレクター） 

           上杉   貴雅さん（オレンジフラッグ 代表） 

           中川   径治さん（NEC ネッツエスアイ株式会社） 

ファシリテーター 河村  暁子さん（東京ボランティア・市民活動センター） 

 

〇プログラム内容・成果と課題          
1 趣旨説明 

 ・実行委員から開催趣旨説明を行いました。 

2 登壇者パネルトーク  

 ・ボランティア活動開始のきっかけは？ 

 ・活動の形態は？ 

   についてパネルトークを行いました。 

３  参加者全員のグループトーク 

・グループを下記の３つのテーマごとに分けて討議を行いました。 

１Ｇ）企業の中で、ボランティア活動を活性化させるには 

２Ｇ）企業の外で、ボランティア活動を活性化させるには 

３Ｇ）企業の CSR 部門や、中間支援組織を上手に使って、ボランティア活動を 

   活性化させるには 

  ・各グループには、パネラーが担当として入りました。 

 ４  グループ発表 

    ・1 グループは、パネラーの山崎さんに、UBS 銀行の具体的な活動内容をお聞き  

   したい方が多く集まり、質問が絶えることがありませんでした。 



 

  ・2 グループは、企業でさまざまなボランティア活動を行っている方が集まり、各々

の体験を活発に発表していました。 

  ・3 グループは、これから企業内でボランティアを増やしていきたい方や、社会福

祉協議会の方も混じり、各自の体験も織り交ぜ、さまざまな角度からボランティ

ア活動の活性化について話が弾みました。  

   

〇参加者の声                         
・ボランティアのコツとして「楽しい、新しい、おいしい」というキーワードを教えて  

いただいたが、とにかくボランティアを楽しんでいることに新鮮さを感じました（新

人研修では学びを強調しすぎていたようです） 

・交流会も含めて新しい出会いがあり、いろんな意見を聞け、今後の活動のヒントとな

りました。 

・とにかく、楽しくまた参加したいと思いました。 

・大いに、エネルギーを貰いました。できれば UBS 銀行の話をもっと聞きたかったで 

す。 

・全体時間が短く、特に交流時間はもっとほしかったと思います。 

 

〇担当者・記録                        
《担当》       中川  径治（ＮＥＣネッツエスアイ株式会社） 

鹿住 貴之（認定ＮＰＯ法人ＪＵＯＮ〔樹恩〕ＮＥＴＷＯＲＫ） 

            河村  暁子（東京ボランティア・市民活動センター） 

《運営サポート》   莇  清（運営ボランティア） 

            小杉  弘美（運営ボランティア） 

森田 美穂（東京ボランティア・市民活動センター） 

 《記録》       中川   径治（ＮＥＣネッツエスアイ株式会社） 

小川 美佐子（ＮＥＣネッツエスアイ株式会社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


